今までの 芸術 は 望遠鏡 か、 写真機 か、 又は 顕微鏡の 

レンズで しかなかった。 単に 焦点 を 作る のが、 その 使 

命であった。 

これに 反して 探偵小説の 使命 は 三稜鏡で 旧式 芸術で 

焦点 作られた 太陽の 白光 を冒瀆 し、 嘲笑し、 分析して 

七色に して 見せる 尖端 芸術で ある。 従来の 心理描写 は 

平凡な 心理描写に 過ぎなかった。 だから 将来の 心理 描 

写 こそ は 真実な 心理 そのものの 解析、 綜合で なければ 

ならぬ。 

こうした 趣味、 預 向に 人類 を 導く ために、 & 曰ての 探 



偵 小説 は 従来の 芸術が 金科玉条 として 死守して 来た 美 

学 上の 諸 条件 を 悉 く 放棄し、 一 蹴した。 その代りに 

芸術と 自称す るの も 恥 かしい 浅 劣、 低級な 謎々 の 魅力 

ひきつ 

を 以て 大衆の 注意 を惹 付けた。 そうして 古来、 人類が 

作って 来た 各種の 文化の 中で も、 最も 醜悪 低劣な この 

科学 文明の 内容 を 人々 が 反省し 初める に 連れて、 グン 

ダンと 進化し 分化し 初めた。 あらゆる 変格 的な 新 様式 

を 繁殖 さして、 大衆の 心理の 隅々 にまで 喰 込んで 行つ 

た。 鶏 や、 豚 や、 林檎 や、 ダリヤが、 その 純粋 種から 

進化して、 その 時代 時代の 趣味 文化 を 象徴し、 代表し 

つつ、 次第 次第に 複雑 極端に なって 行った ように …… _ 



在 を 確保し なければ、 良心的に 生き甲斐 を 感じな く 

なって いるの だ。 どこまでも 探偵し、 暴露して 行かな 

ければ 本能 的に 満足が 出来 なくなって いるの だ。 

探偵小説の 使命 はこれ からで ある。 

全世界 は まだまだ そうした 探偵小説の 処女地で ある _ 

何でもない 暑中見舞の ペン 字の 曲り目から、 必死 的な 

殺人の 呪いが 分析され、 新しい ハンカチの 折目から 持 

主の 不倫 行為の 現場が 映写し 現わされ 得る 害 だ。 

この 無 良心、 無恥な、 唯 物 功利 道徳の 世界 は 到る 処 

に 探偵 趣味の スパ— クが 生む、 新しい 芸術の オゾン 臭 



が、 生々 しく 蒸れ 返って いる 箬だ。 

ぎ く 

新人よ、 疑懼し 躊躇す る 事 は 絶対にない。 

日本 民族の 趣味 は 確実に、 敏速に 低下して 行きつつ 

在る。 肉 慾から 犯罪へ —— 文芸 趣味から 探偵 趣味へ I 

I 唯 物 科学から、 唯 心 分析へ- I 良心から —— 無 良心 

ぺ —— 

だから コ ンナ 風に も 考えられ るよう である。 

探偵小説 は、 良心の 戦慄 を 味う 小説で ある。 あら 

ゆる 傲慢な、 功利 道徳、 科学 文化の 外観 を搔き 破って、 



その ドン 底に 恐れ 藻搔 いている 昆虫の ような 人間性 I 

I 在る か 無 いかわ からない 良心 を 絶大の 恐怖に 暴露し 

て 行く。 その 痛快 味、 深刻 味、 悽惨 味 を 心 ゆく まで 玩 

味させる 読物で はない か。 だから 探偵小説 は 人類が 唯 

物 文化から 唯 心 文化へ 転向して 行く 過渡 時代の、 痛々 

しい 内省 心理の 産物で はない か。 そうして 現代の 探偵 

小説が そこまで 徹底し 得ず、 吾々 が 又、 そこまで 突 込 

み 得て いないた めに、 探偵小説の 本来の 使命 を 見失い、 

ま ご ま ご 

どうしてい いか 解からない まま 間 誤 間 誤して いる だけ 

の 話で はない か …… と …… 。 
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